
敦賀市男女共同参画に関するアンケート 

～ご協力のお願い～ 

日頃から市政にご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

敦賀市では、性別にかかわりなく、すべての人がその能力や個性を最大限に発揮できる社

会を実現するため、平成１４年に「つるが男女共同参画プラン」を策定し、さまざまな取り

組みを進めています。 

また、社会環境の変化や課題に対応するため、定期的にプランの見直しを行っています。 

このアンケートは、市内の事業所の男女共同参画に関する実態やご意見等を把握し、プラ

ンの改定に反映させることを目的としています。 

アンケートは、市内の事業所から無作為に抽出した１００事業所に回答をお願いしています。 

回答はすべて統計的に取り扱い、事業所情報の保護はもとより、本調査の目的以外に許可

なく利用することは一切ありません。 

お忙しいところ誠にお手数をおかけしますが、調査の趣旨をご理解のうえ、回答にご協力

くださいますようお願い申し上げます。 

敦 賀 市 

記入にあたってのお願い 

■ご記入にあたっては、代表者または人事を担当される方が記入してください。 

■平成３１年４月１日現在を基準としてお答えください。 

■当てはまる項目の番号を○印で囲んでお答えください。なお、回答の中で「その他」を選

択された場合は、（ ）の中に具体的な内容を記入してください。（複数回答や自由意見

欄もあります。） 

■鉛筆やボールペンなどでわかりやすく、はっきりと記入してください。（訂正する場合は、

横線で抹消するなどして明確にしてください。） 

■あなたの事業所が「支社・支店・営業所等（他の場所にある本社などの統括を受けている

事業所）」の場合は、事業所全体ではなく、あなたの事業所の範囲でお答えください。 

お問い合わせ先 

敦賀市 企画政策部 市民協働課 

ＴＥＬ：0770-23-5411 

 

記入が終わりましたら、この調査票を同封の返信用封筒に入れて、 

１１月３０日（土）までに投函してください。（切手は不要です。） 
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用 語 解 説 〔アンケートの中に下記の用語が含まれています。ご参照ください。〕 

セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）とは 

職場などにおける他の者を不快にさせる性的な言動や性的嫌がらせのことです。同性同士であ

っても、セクハラが起こることがあります。 

パワー・ハラスメント（パワハラ）とは 

職場などにおいて、職務上の地位や人間関係などといった権力（パワー）を利用して、精神 

的・身体的苦痛を与える行為や職場環境を悪化させる嫌がらせ行為のことです。上司と部下の

関係だけに限らず、同僚の関係でもパワハラは起こりえます。 

マタニティ・ハラスメント（マタハラ）とは 

職場などにおいて、妊娠・出産・育児休業取得などを理由に行われる異動・降格・減給・自主

退職の強要・雇止めなどの不当な扱いや肉体的・精神的な嫌がらせのことです。 

ワーク・ライフ・バランスとは 

仕事と私生活のどちらも犠牲にすることなく、両立させ、両方を充実できる状態のことです。 

ジェンダーとは 

社会的・文化的に形成された性別、いわゆる「男らしさ」や「女らしさ」のことです。生まれ

つきの生物学的な性別とは区別して用いられます。 

ＬＧＢＴとは 

女性同性愛者（Lesbian）、男性同性愛者（Gay）、両性愛者（Bisexual）、性別越境者

（Transgender）の頭文字をとった単語で、配偶者や恋人として異性を愛することが多い社

会において、少数派の性的志向をもつ人々の総称です。 

女性活躍推進法とは 

女性が希望に応じ職業生活で活躍できる環境を整備し、女性の職業生活における活躍を推進

し、豊かで活力ある社会の実現を図るために制定された法律です。国や地方自治体、３０１人

以上の従業員がいる企業等は、女性が活躍しやすい環境を整備するために、具体的な計画を定

め、実施することなどが義務付けられています。 

一般事業主行動計画とは 

事業主が従業員の仕事と子育ての両立を図るための雇用環境の整備や、子育てをしていない従

業員も含めた多様な労働条件の整備などに取り組むための計画のことです。常時雇用する従業

員数が301名以上の企業には『一般事業主行動計画』の策定・届出の義務があります。従業員

数が300名以下の事業所には努力義務があります。 

また、令和元年６月５日に改正された女性活躍推進法が公布され、３年以内に一般事業主行動

計画の策定・届出義務の対象は、常時雇用する従業員数が301人以上から101人以上の事業所

に拡大されます。 
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貴事業所の概要等について 

問１ 貴事業所の主な業種は次のどれに該当しますか。あてはまるものを１つ選び番号を〇で囲んでく

ださい。 

１．建設業                       ８．教育、学習支援業 

２．不動産業                     ９．運輸業 

３．製造業                       10．卸売･小売業 

４．飲食店、宿泊業               11. サービス業 

５．電気･ガス･熱供給・水道業     12．金融･保険業 

６．医療、福祉業                 13．その他（                       ） 

７．情報通信業                   

 

 

問２ 貴事業所の従業員規模（正規従業員数と非正規従業員数の合計）としてあてはまるものを１つ選

び番号を〇で囲んでください。 

１.  １０人以下                       ４.   ５１～１００人 

２.  １１～３０人                      ５.  １０１～３００人  

３.  ３１～５０人                      ６.  ３０１人 以上 

 

 

 

女性の登用ついて 

◆女性の登用についてうかがいます。 

問３－１ 貴事業所の女性従業員の割合（全従業員のうち女性の従業員の割合（全従業員のうち女性が 

  占める割合））としてあてはまるものを１つ選び番号を〇で囲んでください。 

１．女性従業員はいない        ⇒問７－１へお進みください                       

２．女性従業員はいるが１％未満である    ６．３０～４０％未満   

３． １～１０％未満           ７．４０～５０％未満 

４．１０～２０％未満           ８．５０％ 以上 

５．２０～３０％未満 

                     ⇒問３－２へお進みください 
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問３－２ 貴事業所の女性従業員のうち正規従業員の割合（全女性の従業員のうち正規従業員が占める

割合）としてあてはまるものを１つ選び番号を〇で囲んでください。 

１．女性の正規従業員はいない            ⇒問７－１へお進みください 

２．正規従業員の女性はいるが１％ 未満である  ８. ５０～６０％未満 

３． １～１０％未満                       ９. ６０～７０％未満 

４．１０～２０％未満                           10. ７０～８０％未満 

５．２０～３０％未満                           11. ８０～９０％未満 

６．３０～４０％未満                           12. ９０～１００％未満 

７．４０～５０％未満                           13. １００％ 

                           ⇒問４－１へお進みください 

 

 

問４－１ 貴事業所の管理職のうち女性の管理職の割合（全管理職員のうち女性が占める割合）として

あてはまるものを１つ選び番号を〇で囲んでください。 

１．管理職の女性はいない  

２．管理職の女性はいるが１％未満である 

３． １～１０％未満 

４. １０～２０％未満 

５．２０～３０％未満 

                        ⇒問４－２へお進みください     

６．３０～４０％未満 

７．４０～５０％未満 

８．５０％ 以上   

                           ⇒問５－１へお進みください 

 

 

問４－２ 貴事業所の管理職のうち女性の管理職の割合（全管理職員のうち女性が占める割合）の方針

としてあてはまるものを１つ選び番号を〇で囲んでください。 

１．増加させる予定である ・増加させている  ⇒問５－１へお進みください 

２．特に変更する予定はない・不明である 

３．減少させる予定である ・減少させている  

                       ⇒問４－３へお進みください     
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問４－３ 貴事業所において女性管理職が少ない（または、いない）のはどのような理由からですか。

あてはまるもの全て選び番号を〇で囲んでください。 

１. 女性従業員が少ない 

２. 管理職になるために必要となる知識と経験を有する女性が少ない、またはいない 

３. 女性は勤続年数が短く、管理職になるまでに退職する 

４. 管理職の業務はハードで、女性には任せられない、あるいは向いていない 

５. 家庭の事情があるため、女性が管理職に就くことは大変 

６. 管理職になるための教育訓練を行っていない 

７. 女性従業員自身が管理職に就くことを希望しない 

８. 上司や同僚、部下となる従業員が、女性管理職に抵抗がある 

９. 顧客が女性管理職を嫌がる 

10. 女性登用の機運が低い  

11. その他（                            ） 

12. 特にない 

 

 

問５－１ 貴事業所では、性別に関係なく従業員が活躍するためにどのような取り組みをしていますか。

あてはまるもの全て選び番号を〇で囲んでください。 

１．女性の活躍に関する担当部局、担当者を設ける等、企業内での推進体制を整備している 

２．女性が働きやすい職場環境を整備し、女性を配置している 

３．女性の採用・募集を拡大している 

４．性別により評価することがないよう、人事考課基準を明確に定めている 

５．業務に必要な知識や能力、資格取得のための教育や研修を性別に関係なく実施している 

６．男性管理職に対し、女性が活躍することの重要性について啓発を行っている 

７．性別に関係なく意見や要望を言いやすい環境を整備している 

８．性別に関係なくモチベーションや就業意識を高めるための研修を行っている 

９．体力面での個人差を補う設備を整えるなど、働きやすい職場環境づくりを行っている 

10．育児休暇・時短制度等の仕事と家庭を両立させるための制度を充実させている 

11．女性特有の健康管理対策を行っている 

12．男性従業員が育児や介護のために休暇を取りやすいように職場環境を整備している 

13. セクシャル・ハラスメント、パワー・ハラスメント、マタニティ・ハラスメント等を防止・根

絶するための職場環境整備や研修を行っている 

14．従業員のために企業内に託児所や保育所等を設けている 

15．その他（                            ） 

                       ⇒問５－２へお進みください 

16. 特に何も行っていない           ⇒問５－３へお進みください 

※用語の解説は1ページにあります 
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問５－２ 問５－１で回答した取り組みを行ってどのような効果がありましたか。あてはまるもの全て

選び番号を〇で囲んでください。 

１．職場の雰囲気がよくなった 

２．職場が活性化した 

３．従業員全体の仕事に対する満足度が向上した 

４．性別に関係なく従業員が積極的に意見を述べるようになった 

５．女性従業員の責任感が向上した 

６．女性従業員の活躍が会社の利益に貢献した 

７．顧客ニーズに的確に対応できるようになった 

８．周囲からの企業評価が向上した 

９．女性の退職率が減少した 

10．その他（                            ） 

11．特に効果はなかった 

                       ⇒問６－１へお進みください 

 

 

問５－３ 問５－１の取り組みを行っていない理由としてあてはまるものを全て選び番号を〇で囲んで

ください。 

１．既に十分に女性が能力発揮し、活躍している 

２．人件費や就業環境の整備等に費用がかかる 

３．職種上、時間外労働や深夜労働があり、女性にはさせにくい 

４．女性従業員自身が希望していない 

５．男性従業員の認識、理解が不十分である 

６．取り組み方がわからない 

７．特に必要性を感じない 

８．その他（                            ） 

                      ⇒問６－１へお進みください                                                
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問６－１ 貴事業所では結婚や妊娠、出産、介護などのライフステージの節目をむかえた女性従業員に

どのような働き方を望みますか。貴事業所の考えに最も近いものを１つ選び番号を〇で囲ん

でください。 

１．勤務条件などを変えずに、ずっと働く(育児休業・介護休業等の取得をして継続した場合含む) 

２．勤務条件などを変えて、ずっと働く（フルタイムからパートタイムへの変更など） 

３．結婚を機に退職 

４．妊娠・出産を機に退職 

５．家族の介護を機に退職 

６．育児や介護が落ち着いた時点で、退職前相当の勤務条件で再雇用 

７．育児や介護が落ち着いた時点で、退職前と異なる勤務条件で再雇用 

(フルタイムからパートタイムへの変更など) 

８．その他（                            ） 

 

問６－２ 過去５年間において、貴事業所の女性従業員は結婚や妊娠、出産、介護などのライフステー

ジの節目にどのような働き方を選ぶことが多かったですか。最も多いものを１つ選び番号を

〇で囲んでください。 

１．勤務条件などを変えずに、ずっと働く(育児休業・介護休業等の取得をして継続した場合含む) 

２．勤務条件などを変えて、ずっと働く(フルタイムからパートタイムへの変更など) 

３．結婚を機に退職 

４．妊娠・出産を機に退職 

５．家族の介護を機に退職 

６．育児や介護が落ち着いた時点で、退職前相当の勤務条件で再雇用 

７．育児や介護が落ち着いた時点で、退職前と異なる勤務条件で再雇用 

(フルタイムからパートタイムへの変更など) 

８．育児休業・介護休業等の取得中である 

９．該当する従業員がいない 

10．その他（                            ） 
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休業制度などについて 

◆育児休業と育児支援の取り組みについてうかがいます。 

問７－１ 貴事業所には、以下（①～⑧）のような従業員の子育てを応援する取り組みがありますか。

または検討されていますか。項目ごとに１つ選び番号を〇で囲んでください。また、それ以

外に貴事業所で取り組んでいること、配慮していることなどがありましたら、⑨または⑩に

ご記入ください。 

 実施している 検討中 未実施・未定 

①育児休業制度 １ ２ ３ 

②子どもの看護休暇（有給休暇） １ ２ ３ 

③配偶者出産休暇（有給休暇） １ ２ ３ 

④育児のための短時間勤務制度 １ ２ ３ 

⑤フレックス制勤務 １ ２ ３ 

⑥保育サービス利用料の援助 １ ２ ３ 

⑦従業員向け企業内託児所・保育所等 １ ２ ３ 

⑧男性の家事・育児参画促進制度 １ ２ ３ 

⑨その他取り組んでいることがありましたら記入してください。 

 

 

 

⑩上記取り組みについて、従業員が利用しやすい工夫をされていれば記入してください。 

 

 

 

 

 

問７－２ 「①育児休業制度」を実施している事業所にうかがいます。育児休業制度の取得状況を教え

てください。①正社員、②正社員以外（臨時社員・パート・派遣社員）、で男女別の人数を

〔       〕に記入してください。 

平成 30 年度（昨年度１年間）で育児休業の取得者数： 

①正社員  ： 男性〔      〕人    女性〔      〕人 

②正社員以外： 男性〔      〕人    女性〔      〕人 
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◆介護休業と介護支援の取り組みについてうかがいます。 

問８－１ 貴事業所には、以下（①～③）のような従業員の介護を支援する取り組みがありますか。ま

たは検討されていますか。項目ごとに１つ選び番号を〇で囲んでください。また、それ以外

に貴事業所で取り組んでいること、配慮していることなどがありましたら、④または⑤にご

記入ください。 

 実施している 検討中 未実施・未定 

①介護休業制度 １ ２ ３ 

②介護のための短時間勤務制度 １ ２ ３ 

③介護サービス利用料の援助 １ ２ ３ 

④その他取り組んでいることがありましたら記入してください。 

 

 

 

⑤上記取り組みについて、従業員が利用しやすい工夫をされていれば記入してください。 

 

 

 

 

 

問８－２ 「①介護休業制度」を実施している事業所にうかがいます。介護休業制度の取得状況を教え

てください。①正社員、②正社員以外（臨時社員・パート・派遣社員）、で男女別の人数を

〔    〕に記入してください。 

平成 30 年度（昨年度１年間）で介護休業の取得者数： 

①正社員  ： 男性〔      〕人    女性〔      〕人 

②正社員以外： 男性〔      〕人    女性〔      〕人 

 

 

問９  育児休業や介護休業等の支援制度などは、貴社にとってどのようなメリット・デメリットがあり

ますか。あてはまるものを１つ選び○で囲んでください。 

１．必要な労働力が一時的に確保できなくなり、生産性が低下する 

２．必要な労働力が一時的に確保できなくなるが、同僚の従業員がカバーしてくれるので効率の低下

は大きくない 

３．必要なときに休業できると従業員が安心して仕事を行えるので、長期的には全体として大きなメ

リットがある 

４．家庭のための休業は本人が仕事に専念できる要素でもあるから、企業にとってもメリットがある 

５．その他（                                  ） 



- 9 - 

 

職場環境について 

◆ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の両立・調和）についてうかがいます。 

問１０ ワーク・ライフ・バランスについて、貴事業所で以下の取り組みがありますか。あてはまるも

のを全て選び番号を〇で囲んでください。 

１．トップが率先してワーク・ライフ・バランスに取り組んでいる 

２．従業員を対象とした研修等の実施 

３．従業員同士のコミュニケーションの促進 

４．業務の見直し・効率化の促進 

５．残業削減の促進 

６．有給休暇取得の促進（連続休暇取得の促進など） 

７．時間・半日単位での有給休暇の取得 

８．育児・介護休業者への職場復帰支援（情報提供、学習支援など） 

９．従業員の心身の健康保持 

10．その他（                            ） 

11．特に何も行っていない 

※用語の解説は 1 ページにあります 

 

 

問１１ 一般に男性従業員が子どもの体調不良など不測の事情で早退することについてどう思いますか。

貴事業所の考えに最も近いものを１つ選び○で囲んでください。 

１．不測の事情で従業員が早退できる環境を整備することは、事業所としての責務である  

２．仕事を優先すべきだが、子どもの体調不良などの不測の事情ならば仕方ないので早退を許可する 

３．仕事を優先し、子どもは妻等に任せるべきである 

４．その他（                               ） 

 

 

問１２ 貴事業所では一般事業主行動計画を策定していますか。または、策定する予定はありますか。

あてはまるものを１つ選び○で囲んでください。 

１．従業員数が策定・届出義務人数以上であり、策定している 

２．従業員数が策定・届出義務人数以上であり、策定を予定している 

３．従業員数が策定・届出義務人数未満だが、策定している 

４．従業員数が策定・届出義務人数未満だが、策定を予定している 

５．従業員数が策定・届出義務人数未満であるため、策定していない  

６．一般事業主行動計画の用語の意味が分からない 

※用語の解説は 1 ページにあります 
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男女共同参画社会の実現について 

◆男女共同参画社会の実現についてうかがいます。 

問１３ 一般的な事業所において男女共同参画が浸透しない要因はどのようなことだと思いますか。貴

事業所の考えに最も近いものを３つまで選び番号を〇で囲んでください。 

１．男性の家事参加が遅れており、女性のみの家事・育児・介護などの負担が大きいため 

２．女性と男性の体力や能力に違いがあるため 

３．女性の意識の問題 

４．男性の意識の問題 

５．経営者・管理職の意識の問題 

６．事業所にとってのメリットが期待できないため 

７．課題解決のための具体的方法がわからない 

８．経営上ゆとりがないため 

９．税制や年金制度などの社会的制度 

10．世間的に「男性は仕事・女性は家事」という風潮が根強いため 

11．女性は、妊娠や出産などがあるため 

12．男性が育児や介護のための休暇を取りにくい風潮が強いため 

13．子育ての期間、夫婦が共働きで仕事を継続することは困難であるため 

14．育児・介護等による退職者の再就職のサポートが世間一般に充実していないため  

15．その他（                            ） 

16．特にない 

 

問１４  男女共同参画社会を実現していくために、今後、敦賀市はどのようなことに力を入れていくべ

きだと思いますか。貴事業所の考えに最も近いものを３つまで選び番号を〇で囲んでください。 

１． 男女の人権尊重を目指した法律や制度の周知徹底を図る 

２． 地域における男女平等意識の啓発をする 

３． 各審議会や管理職など行政の政策や方針決定の場へ男女偏りなく登用する 

４． 育児休業取得の促進を図る 

５． 介護休業制度の普及、充実を図る 

６． 保育サービス等を充実させて、安心して社会参画できるようにする 

７． 介護施設・サービスを充実させて、家族の介護と仕事を両立できるようにする 

８． 男女共同参画に関する広報・啓発事業を実施する 

９． 各国の交流や情報提供など、国際交流をはかる 

10． 教育の場で、男女の平等と相互理解・協力についての学習を充実させる 

11． 女性や男性の生き方や悩みに関する各種相談窓口を充実させる 

12． 女性の身体的特性（妊娠・出産等）を保護し、保健対策を充実させる 

13．  子育てや介護などで一時的に仕事を辞めた人の再就職を支援する 

14． ＬＧＢＴに配慮した設備や制度を充実させる 

15． その他（                            ） 

16． わからない  

17． 特にない 

※用語の解説は1ページにあります 
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問１５ 貴事業所にＬＧＢＴの従業員がいた場合、貴事業所はその従業員に関してどのように思われま

すか。貴事業所の考えに最も近いものを１つ選び番号を〇で囲んでください。 

 １．ＬＧＢＴの従業員が働きやすいよう職場環境を整えていきたい（整えている） 

 ２．従業員がＬＧＢＴであることは問題ないが、ＬＧＢＴ向けに職場環境等を整えるつもりはない 

 ３．従業員がＬＧＢＴであることは望ましいことではない 

 ４．どのように対応すべきか分からない 

 ５．ＬＧＢＴの用語の意味が分からない 

 ６．その他（                                                                 ） 

※用語の解説は 1 ページにあります 

 

 

問１６ 貴事業所と敦賀市全体のそれぞれおいて、男女共同参画は５年前と比べて改善されたと感じま

すか。貴事業所の考えに最も近いものをそれぞれ１つ選び番号を〇で囲んでください。 

 ５年前の時

点で十分に

男女共同参

画がなされ

ていた 

改善された 
少し 

改善された 

特に変わっ

ていない 

少し 

悪化した 
悪化した 

貴 事 業 所 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

敦賀市全体 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
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問１７ 貴事業所の「男女共同参画においてのアピールポイント」を１つ挙げるとすれば何ですか。 

また、今後予定している取り組み等がありましたら、記入してください。 

①男女共同参画においてのアピールポイント： 

 

 

 

 

 

 

②今後予定している男女共同参画に関する取り組み等： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差し支えがなければ、貴事業所の事業所名・連絡先をご記入ください。 

事 業 所 名  

ご 住 所  

ご 連 絡 先  ご担当者様  

 

 

★アンケートへのご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 


